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 寒暖の差の激しい今年ですが、それでも新緑の美

しい季節を迎えました。 

落葉樹と常緑樹の新芽の色合いの違いやカエデの

新芽は秋の時期のように赤い事など、この時期には

様々な発見をします。しかし、数年前まで、伊藤外

科の軒下に巣作りをしていた燕の可愛らしい姿は、

今の西新宿の環境ではもう見る事ができません。 

また、今年はやはり寒かった為でしょうか、ゴー

ルデンウィークの期間に楽しみにしていた信州の

桜見物では華やかさが例年ほどありませんでした。 

 

胃カメラ検査今昔 

 さて、今回は胃カメラ検査(上部消化管内視鏡検

査)について記述します。 

伊藤外科では、一日に原則一人ずつ胃カメラ検査

を行っています。 

私が初めて胃カメラ検査を行ったのは昭和５６

年の夏でした。当時は、医師になって半年の新米が

先輩たちに見守られながら検査を行っていました。

この頃の内視鏡は、直径が１３ミリ程度と太くて硬

いため患者さんの負担が大きかったものです。先輩

医師は、まず私自身が胃カメラの体験者となるよう

に教育してくれましたので、検査の辛さを理解する

事ができました。 

卒業後３年すると一人で午前中に 10名から 15

名の患者さんの検査を行うようになります。 

当時の内視鏡は、今のような電子スコープではな

く視野も暗いので見落としがないように非常に緊

張したものです。手際の良いスタッフに助けられな

がら約一年間毎日が検査担当でした。この間にいわ

ゆる検査のコツを覚えたような気がします。 

 

 

 

 

一方、今の胃カメラは直径６ミリ程度で柔らかい

ので、患者さんは楽に検査を受けられるようになっ

たと思います。病気の種類としては、以前は胃潰瘍

に代表されるように胃の病気が多かったのですが、

最近は食道の病気が増えています。やはり油性の食

事を摂る習慣が関係しているようです。 

 

日本は、技術の国ですから内視鏡の機材の進歩は

私も驚くほどです。特に、今までは凹凸や色調の変

化からガンなどの病変を見つけていたのですが、特

殊な色素を散布する方法や機械自体が画像の波長

を特殊処理し微小な病気をキャッチできる時代と

なっています。 

また、胃カメラによる早期ガン治療の発達も素晴

らしく、多くの患者さんが開腹手術を受けず済んで

います。伊藤外科では内視鏡治療は行っていません

ので、新宿区内の大学病院の治療の名手をご紹介し

ています。 

 

新年度になり区民健診とガン検診が始まりまし

た。新宿区では今年度から職場や学校で検診を受け

ていない１９歳以上の区民も対象としています。体

調に不安のある方、貧血を指摘されている女性、最

近検査を受けていない方などご相談下さい。 

医療機関を受診する際に必要な健康診査票は新

宿区役所の健康推進課健診係（TEL5273-4207）

に御自身で連絡すると送られてきます。 

 

梅雨までの清々しいこの時期を皆さん元気でお

過ごしください。 

院長   

伊藤外科 HP http://www11.ocn.ne.jp/~itoh-hp 

(バックナンバーは HPにて公開中です)
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